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轟管夏青響彎だl。
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■ 1号館 優 付)

lF:鹿児島県にゆかりのある作家の作品を展示し
ております。

2F:1,20世 紀にかけてフランスで活躍した作家の
作品を中心に展示しております。

■ 2号館

絵画の企画展示と、古い薩摩切子や現代の
ベネチアンク スなどのガラス器を展示しております。

■ 6号館 /貸 ギャラリー

通常は、初代館長松下兼知の遺作展と薩摩
焼を展示しております。またご希望の方には個
展会場として利用して頂くこともできます。

■ 5号館 /民俗 資 料館

的で相貌のまったく同じ    五銀の∞

ものは全国的に見当たらず、信仰面から芸能面
へ移行する過渡期を考えさせられるものもあり
資料的にも貴重なものです。
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■ 4号館 /日 本画・掛軸

当館所蔵の掛軸や屏風を展示しております。
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一般財団法人松下美術館
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